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ま え が き

　本報告書は課題別研究「言語に障害のある子どもへの教育的支援に関する研究－吃音の
ある子どもの自己肯定感形成を中心に－（平成16年度－平成18年度）」の研究成果をまと
めたものです。
　吃音については、人類が抱える古来からの問題であるにもかかわらず、原因をはじめと
して未だ分かっていないことが多くあります。これまでに多くの研究者、臨床家、そして
吃音者が様々な取り組みを行ってきていますが、吃音の症状を確実に改善する方法は、現
在までのところ見い出されていません。症状が消失して流暢に話すようになった人もいれ
ば、生涯吃音の人もいます。
　吃音は日常生活において、流暢に話せない、つっかえる、ことばの最初の一音が出てこ
ない等、話すことにおける不便さもありますが、話すことへの不安、周囲他者への恐怖、
自己否定といった、吃音があることによって生じる深刻な問題を抱えることも、さらには
それが人生を左右する問題につながることも少なくありません。
　吃音の科学的な原因究明や、治療法の開発に向けての研究が進められたり、周囲・社会
の吃音に対する誤解や迷信の払拭、吃音の理解啓発が進められていく一方で、現状におい
ては吃音のある子どもが、吃音に翻弄され続けないで、上手く折り合い、自己を保ってい
くことができるような教育・支援の在り方を追究していくことも求められています。
　言語に何らかの困難を抱える子どもは少なくありませんし、言語障害教育が抱える課題
は多くありますが、その中で本研究は上記のような現状を受けて取り組まれました。
　本報告書の標題「吃音のある子どもの自己肯定感を支えるために」は、本研究の中心的
課題を表したものです。本報告書が吃音のある子どもの指導・支援の充実に寄与するもの
となれば幸いです。
　本研究に直接ご協力いただいた研究協力者、研究協力機関の皆様、また様々な形でお力
添えいただいた、各地の吃音のある子どもの教育に関わる先生方、保護者の方、そして吃
音者の方々に深く感謝申し上げますとともに、今後も多くの皆様からご支援・ご助言いた
だけますよう祈念する次第です。

　　　　　平成19年３月

研究代表者　　牧 野 泰 美　
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